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Japanese Language Education at Oguz Han Engineering and 
Technology University of Turkmenistan：from 2016 to 2017
             TANAKA Takashi, SATOMI Aya
【Abstract】 Japanese language education in Turkmenistan started in 2007. Since 
then the President of Turkmenistan, Gurbanguly Berdimuhammedow, has actively 
promoted the expansion of Japanese language education. Oguz Han Engineering 
and Technology University of Turkmenistan was newly established in Ashgabat, 
September 2016 under the concept of establishing a technical college based on the 
Japanese style curriculum, and Japanese language education was offered mainly 
to those in the preliminary curriculum. In the same year, a contract for a Japanese 
preliminary education support project was concluded with the University of Tsukuba, 
and dispatch of Japanese teachers from the University of Tsukuba began. This paper 
is an overview of the actual situation of Japanese language education at Oguz Han 
Engineering and Technology University of Turkmenistan. The paper also reports on 
problems and prospects.









トルクメニスタンの義務教育は、かつては 9 年間であった。その後 10 年間になったが、




初等 修学年数４年（１年～４年） 対象年齢６歳～10 歳
前期中等 修学年数６年（５年～10 年） 対象年齢 11 歳～16 歳
後期中等 修学年数２年（11 年～12 年） 対象年齢 17 歳～18 歳










































2016 年 9 月からは一つの初等教育機関、12 の中等教育機関、アザディ大学以外の 5 つ
の大学で日本語教育が開始された。また、10 月には筑波大学とオグズ・ハン記念トルク
メニスタン工科大学（以下、オグズ・ハン大学）間で日本語予備教育支援事業の契約が
締結され、11 月には 2 名の日本語教師の派遣が開始された（2017 年 9 月時点では、派
遣は 1 名に減少）。
２. １　初等教育
首都アシガバートの 140 番学校 1 校のみで日本語教育が実施されている。2016 年度






全国 12 の中等教育機関（首都アシガバートに 4 校、アハル州に 4 校、バルカン州に 3 校、
ダショグズ州、レバップ州、マリ州に各 1 校）で日本語教育が実施されている。日本語









１ アザディ名称世界言語大学 ３ 53
２ オグズ・ハン記念トルクメニスタン工科大学 10 783
３ 国際人文開発大学 １ 65
４ 石油ガス大学 １ 50
５ 運輸交通大学 １ 16











は、2017 年にロボティクス・ICT、2018 年に環境工学と物性・光工学、2019 年には、
ナノテクノロジーとバイオテクノロジーの教員の派遣が計画されている。その構想の下、
2016 年 9 月 1 日、オグズ・ハン大学が開校した。以下、オグズ・ハン大学の教育につい
て概観したい。
３. １　予備教育と学部教育
トルクメニスタンの大学は入学後 1 年間の予備教育を経て、その後、4 年間の学部教







で行われる。2016 年 9 月の開学当初は 1 コマを 45 分授業、10 分休憩、45 分授業と分
けていたが、3 月の 3 学期開始から、80 分間休憩なしの 3 コマに変更された。（表４）
授業の内訳は、1 グループ（オグズ・ハン大学では、クラスではなくグループと呼ぶため、
以下「グループ」を使用する。）週 18 コマ中、英語 12 コマ、日本語 5 コマ、トルクメ
ン語 1 コマである。
学部（Faculty）は、「Chemistry and Nanotechnology」「Biotechnology and Ecology」









9：00 ～ 10：20 1 コマ目
10：20 ～ 10：30 休憩
10：30 ～ 11：50 2 コマ目
11：50 ～ 12：10 休憩
12：10 ～ 13：30 3 コマ目
13：30 ～ 13：50 休憩
13：50 ～ 14：35 Extra Lesson
Extra Lesson は各グループ１週間に英語が 5 コマ、日本語が 1 コマ行われる。
３. ２　学期・テストなど
予備教育は 3 学期制である。9 月に入学し、11 月末と 2 月末に期末試験、6 月末に年















一方、学部教育は 2 学期制で、前期・後期に分かれる。前期は、9 月から 1 月で、1
月中旬から 2 月初旬にかけて 2 週間程度の試験期間がある。その後、2 週間程度の休み
があり、2 月下旬から後期が始まる。後期は、6 月中旬までで、6 月下旬から 7 月中旬に



































クラス（グループ）編成についてであるが、2016 年入学の 450 人の予備学生は、英
語の試験の成績により、成績の良かったものから順に、第 101 グループから第 122 グルー
プまで、1 グループ 17 名から 26 名までの 22 グループに分けられた。各グループには 1
名ずつ担任がいるが、22 グループ中 20 グループは英語教師が、２グループは現地日本
語教師が担任となっていた。







アーツゲームズ 1 の際には、11 日間の開催期間中だけでなく、その前後も学生たちは総
出でボランティアや観客として参加し、授業が行われることは全くなかった。これら行
事への参加はトルクメニスタンの大学生にとって明確な義務として捉えられている。
2016 年 9 月に予備学生として入学した 450 名のうち、2017 年 6 月の年度末の試験
で不合格者は 1 週間の補習を受けた後、再試験を受けた。再試験にも落第した学生 2 名
のうち 1 名は 9 月の新学期直前に再再試験を受け、学部へと進学した。そして 1 名は結
婚のためという理由で退学した。よって 2017 年 9 月現在、449 名が学部 1 年生となった。














また、年度の途中での教師の入れ替わりもあった。2016 年度は、英語教師 2 名が途





2016 年度の予備教育の現地日本語教師は 6 名だった。学歴は、5 名がアザディ大学の
出身者であり、1 名がアンカラ大学（トルコ）出身である。その他、学部には 2 名の日
本語教師がいるが、両名共にアザディ大学の出身者である。
2017 年度は、3 名の教師が移動や退職、5 名の新任教師が入り、12 月現在で、8 名の
現地教師が予備教育の日本語教師として在職している。1 名がアンカラ大学（トルコ　
継続）、1 名がチャナッカレ・オンセキズ・マルト大学（トルコ）、他の 6 名はすべてア
ザディ大学出身である。
４．2016 年の日本語予備教育の取り組み
オグズ・ハン大学は 2016 年 9 月 1 日に日本式のシステムを取り入れた教育を行う、
当地では最も先進的な工科大学として開学し、同時に予備教育の 450 名の学生を対象と
した日本語の授業が始まった。予備教育、学部を合わせてオグズ・ハン大学では、2016
年度に計 783 名が日本語学習を始めたことになる。以下、2016 年 11 月にオグズ・ハン
大学の日本語教師として着任した日本人教師 2 名の取り組みについて述べる。
４. １　現状の把握

































テキストについては、当初、『Situational Functional Japanese』2 を使用する予定だっ












1 グループに対しては週替わりで 1 コマずつではあるが、22 グループ、450 名の学生
を教える事になり、オグズ・ハン大学の学生が全体として見えてきた。11 月の授業開始



































５. １. １ 教師の絶対数の不足
22 グループが週 5 コマ学習するためには、延べ 110 コマ分の教師が必要である。オ
グズ・ハン大学と教師との契約では、一人の教師の週当たりの受け持ち時間は週 12 コマ
である。日本人教師 2 名が到着するまでは 6 名だったため、72 コマ分しか埋まらず、全
体として 38 コマ分足りなかった。英語の教師のように 22 グループすべてのグループに




























員（2017 年度より 20 名定員）で 5 年間の大学生活を終えた卒業生は未だ数十名である。
トルコや中国の大学で日本語を勉強し教師になった者もいるが、数少なく、絶対数とし
て日本語教師が非常に少ない。加えて、経験のある教師が少なく、アザディ大学を卒業
して教師になった者は 2017 年の段階で全員が 30 歳以下である。女性教師の中には、結
婚や出産だけでなく、幼少の子女の教育と仕事の両立が出来ず、退職してしまうケース
もある。オグズ・ハン大学でも 2016 年度に 1 名が産休、2017 年度に入り学部日本語






































ケアも現場任せである。2017 年度は、授業開始後 1 か月で日本語教師が 2 名休職 (1 名









































































当コマ数が多く、なかなか研修に手が回らない状況だった。しかし、2017 年 12 月現在
の予備教育の現地日本語教師は 8 名と僅かではあるが増員され、日本人教師の負担が減








































turkmenistan.html（2017 年 10 月 9 日）
宇山智彦他 (2010)『中央アジアを知るための 60 章』第 2 版　明石書店
注
1. 第５回アジアインドア＆マーシャルアーツゲームズ 
2017 年 9 月 17 日～ 27 日の 11 日間にわたり、首都アシガバードで開催された。
（https://www.joc.or.jp/games/indoor_martialarts/2017/） 2018 年 1 月 5 日閲覧
2. 筑 波 ラ ン ゲ ー ジ グ ル ー プ（1991）『Situational Functional Japanese Vol:1 
NOTES』『Situational Functional Japanese Vol:1 DRILLS』凡人社
3. スリーエーネットワーク (1998) 『みんなの日本語初級Ⅰ 本冊』スリーエーネット
ワーク
4. 加納他（2010）『Basic Kanji Book VOL.1 基本漢字 500』凡人社
5. スリーエーネットワーク（1998）『みんなの日本語 初級 I 翻訳・文法解説 英語版』
スリーエーネットワーク 





2016 年度の予備教育の教材は上記の 3 ～ 8 である。
2017 年度からは、3.5 の教材については第 2 版、4 については新版に変更した。
3、スリーエーネットワーク（2012）『みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 本冊』スリーエー 
 ネットワーク
4、加納他（2015）『Basic Kanji Book VOL.1 基本漢字 500　新版』凡人社
5、スリーエーネットワーク（2014）『みんなの日本語初級Ⅰ第 2 版 翻訳・文法解説 
 ロシア語版 ( 新版 )』スリーエーネットワーク
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